
　　 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　 

　 

  

 （毎月 19 日は食育の日）　　　　　　　　　　　　横瀬町学校給食調理場

 

冬休みが終わり、いよいよ３学期が始まりました。昔 から「一月往ぬる二月逃げる三月去
ふゆやす お が っ き はじ むかし いちがつ い に がつ に さんがつ さ

る」といわれてきたように、年度末に向けて月日が流れるのを早く感じる時期です。風邪や
ね ん ど ま つ む つ き ひ なが はや かん じ き か ぜ

インフルエンザも流 行していますので、体 調管理にはより一層気をつけて、１日１日を　　　　
りゅうこう たいちょう か ん り いっそう き にち にち

大切に過ごしてほしいといと思います。
たいせつ す おも

お正 月は、普段より日本文化を感じる機会が多かったのではな 
しょうがつ ふ だ ん に ほ ん ぶ ん か かん き か い おお

いでしょうか。さて、子どもたちにとって、お正 月の楽しみといえばお年玉。新年
こ しょうがつ たの としだま しんねん

を祝って、大人から子どもへお小遣いを渡す風 習です。もともとは、お正 月の「歳神
いわ お と な こ こ づ か わた ふうしゅう しょうがつ としがみ

様（年神様）」にお供えした「もち」を、歳神様からの贈り物として分け与えたこと
さま としがみさま そな としがみさま おく もの わ あた

が始まりとされ、「年玉」とは「歳神様の 魂 」を意味します。
はじ としだま としがみさま たましい い み

明治22（1889）年、山形県の私立忠 愛小学校で、貧しい子どもたちへ食事を提 供したのが始まりとされて
め い じ ねん やまがたけん し り つ ちゅうあいしょうがっこう まず こ しょくじ ていきょう はじ

います。この学校は大督寺というお寺の中にあり、お坊さんたちが家々を回ってお 経 を唱え、いただいたお金や
がっこう だ い と く じ てら なか ぼう いえいえ まわ きょう とな かね

食べ物を使って食事を用意していました。大 正12（1923）年には、子どもたちの栄養状 態を改善するための
た もの つか しょくじ よ う い たいしょう ねん こ えいようじょうたい かいぜん

方法として、学校 給 食 が国から奨 励されるなど、各地へ広がりましたが、戦争による 食 料 不足で中止せざる
ほうほう がっこうきゅうしょく くに しょうれい か く ち ひろ せんそう しょくりょう ぶ そ く ちゅうし

を得なくなってしまいました。
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材料と分量（小学生４人分） 

じゃが芋　　　　２００ｇ 

小麦粉　　　　　　４０ｇ 

水　　　　　　　　　適宜 

揚げ油　　　　　　　適宜　　　

赤みそ　　　　　　１８ｇ 

砂糖　　　　　　　１８ｇ 

本みりん　　　　　　４ｇ 

水　　　　　　　　　６ｇ

作り方 

①　じゃが芋を洗い皮をむき、４～６等分に切る。 

　　水を入れたボウルに入れ、軽くでんぷん質を落とす。 

②　蒸し器に、じゃが芋を並べ蒸す。(竹串が、スッと通る位。) 

　　蒸し上がったら粗熱をとっておく。 

③　ボウルに小麦粉、水を入れ、天ぷら粉を作っておく。 

④　鍋に油を熱しておく。(180℃) 

⑤　粗熱がとれたじゃが芋に天ぷら粉を付け揚げる。(２～３分位。) 

　　衣に火が通ればＯＫ。(じゃが芋は加熱済なので。) 

⑥　鍋にＡの材料を入れ火にかけ、みそだれを作る。 

⑦　揚げたじゃが芋に⑥のたれをかけたらできあがり。 

みそポテト

秩父の誰もが知る、ご当地料理と言え

ば･･･やっぱり、これですよね♪

Ａ

お試しあれ♪

戦後、子どもたちの栄養状 態の悪化を心配する声が高まり、昭和21（1946）年12月24日にLARA（アジ
せ ん ご こ えいようじょうたい あ っ か しんぱい こえ たか しょうわ ねん がつ か

ア救 援公認団体）から 給 食 用物資の寄贈を受けて、翌１月に学校 給 食 が再開されました。当初は12月24日
きゅうえんこうにんだんたい きゅうしょくよう ぶ っ し き ぞ う う よく がつ がっこうきゅうしょく さいかい とうしょ がつ か

を「学校 給 食 感謝の日」としていましたが、その後、冬休みと重ならない１月24日からの１週 間を「全国
がっこうきゅうしょくかんしゃ ひ ご ふゆやす かさ がつ か しゅうかん ぜんこく

学校 給 食 週 間」とすることになりました。
がっこうきゅうしょくしゅうかん

昭和29（1954）年に「学校 給 食 法」が成立したことで、実施体制が法的に 整 い、学校 給 食 は
しょうわ ねん がっこうきゅうしょくほう せいりつ じ っ し たいせい ほうてき ととの がっこうきゅうしょく

教 育活動として位置付けられるようになりました。主 食はパンが中 心でしたが、昭和51年に米飯
きょういくかつどう い ち づ しゅしょく ちゅうしん しょうわ ねん べいはん

（ご飯）が正式に導 入されると、カレーライスや炊き込みご飯などが登 場し、献立内容が充 実して
はん せいしき どうにゅう た こ はん とうじょう こんだてないよう じゅうじつ

いきました。

　このように、学校 給 食 の内容は時代とともに変化していますが、いつの時代も変わらずに、「子どもた
がっこうきゅうしょく ないよう じ だ い へ ん か じ だ い か こ

ちが飢えることなく、おいしく食べて、健やかに成 長できるように」といった願いが込められています。
う た すこ せいちょう ねが こ

現代では、大人になっても自分自身で 考 えて健康な食生活を続けることができるように、学校 給 食 は
げんだい お と な じ ぶ ん じ し ん かんが けんこう しょくせいかつ つづ がっこうきゅうしょく

「教 材」としての役割も担っています。
きょうざい やくわり にな

「すごく美味しかった！」「家だと、うまく作れなくて･･･」「レシピ教えて！」等々、皆さん

から好評の声を掛けていただきました。昨年の１月号にもレシピを載せたのですが、美味し

かったの声を受けましたので再掲載しました。是非、作ってみてください。


